
新
鏡
は
一
番
後
ろ
の
建
物
受
剖
の
本
館
は
こ
れ
か
-
h
議
修
す
る

個
案
、
特
別
室
、
-
…
入
室
は
、
士
材

料
に
な
り
ま
す
(
左
表
の
と
お

り
)
。
こ
の
外
、
伝
染
病
床
六
床

も
で
き
て
い
ま
す
。

間
引
き
続
き
老
朽
化
「
袋
あ
い
化

し
た
本
館
(
荷
糠
)
と
交
通
救
急

セ
ン
タ
ー
の
全
笛
改
修
を
行
い
ま

す。
本
館
に
は
、
重
点
集
中
治
療
室

c
c
u四
床
、
外
来
革
命
室
一
室
、

人
工
透
析
五
床
、
態
者
安
白
骨
留
意

護
者
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

A

ん
病
室
も
改
修
し
、
明
る
く
ゆ
っ

内
閣
た
り
し
た
病
室
に
し
、
一
一
百
一
床

酬
の
病
床
を
許
留
し
て
い
ま
す
。

平
墾
市
民
病
読
は
、
昭
和
四
十
ど
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
最
新
の
磁
気
共
鳴
C
T
ス
キ
ャ
ナ
新
館
の
完
波
に
伊
い
患
者
サ
i

五
年
十
二
丹
沢
漫
教
急
セ
ン
タ
ー
機
能
が
十
分
で
な
く
増
晶
体
計
画
人
コ
ン
ピ
ュ
i
タ
撮
影
装
置
C

ピ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
入
院

を
併
設
し
て
、
現
在
の
場
所
に
緩
や
施
設
の
整
犠
が
急
が
れ
て
お
り
R
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
患
者
の
給
食
時
簡
を
玄
史
し
ま
し

設
し
ま
し
た
。
以
後
、
救
急
医
ま
し
た
。
間
序
生
前
で
は
、
患
者
さ
ん
主
体
た
。

療
、
一
一
時
度
特
殊
法
療
、
公
衆
衛
生
そ
こ
で
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
の
病
棟
態
者
食
堂
や
屋
上
底
薗
の
今
ま
で
の
給
食
は
、
朝
食
八
時
、

活
動
な
ど
、
地
域
の
中
核
病
院
と
月
か
ら
工
事
を
始
め
ま
し
た
。
外
、
患
者
家
族
控
室
も
手
術
用
一
昼
食
十
二
時
、
夕
食
五
時
と
な
っ

し

て

、

市

浅

が

安

心

し

て

生

活

で

室

と

休

怠

潟

三

室

を

設

け

て

い

ま

で

い

ま

し

た

が

「

食

事

が

冷

た

き
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
手
締
襲
七
撃
や
す
。
さ
ら
に
、
一
外
妻
筆
書
い
」
「
夕
食
の
蓄
が
阜
い
」
な

し
か
し
、
襲
警
の
変
化
、
集
中
治
議
翠
を
を
は
じ
め
、
苧
美
容
室
も
設
ど
の
菱
が
お
り
ま
し
た
の
で
、

入
続
待
ち
患
者
の
慢
性
化
、
施
設
け
、
心
の
ゆ
と
り
に
も
配
濯
し
て
夕
食
待
問
を
一
時
間
ず
ら
し
て
午

老
朽
化
に
よ
る
機
能
の
低
下
な
新
館
は
、
市
民
病
読
本
館
の
北
い
ま
す
。
後
六
時
に
し
ま
し
た
。

「
ペ
コ
町
叫
削
刷
出
警
護
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
た
だ
し
、
人
工
透
析
や
人
間
ト
芝
、
温
か
い
う
ち
に
食
べ
て

一

タ

一

問

卿

別

刷

m
一
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
一
ッ
ク
の
開
設
は
、
本
一
館
の
改
修
工
も
ら
う
た
め
に
、
熱
が
逃
げ
な
い

ト
一
市
一
弘
江

1
6
V
1
一
階
、
地
上
五
階
一
部
六
階
建
て
繁
H

完
了
す
る
来
年
秋
の
予
定
で
よ
う
工
夫
し
た
「
傑
混
ト
レ
l
」

勝
汀
什
「
町
同
州
削
umjJ
で

、

延

べ

璽

慎

一

万

六

千

百

六

十

す

。

を

使

聞

出

し

て

遁

町

議

混

。

の

サ

野

一

三

側

醐

側

側

叩

…

平

方

宅

す

。

ー

ピ

差

し

て

い

ま

す

。

一

抑

圧

戸

川

川

川

己

救

急

医

療

に

対

応

す

る

た

め

、

髄

霊

は

引

撃

さ

ら

に

、

各

診

療

科

、

」

と

長

崎

一

位

一

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

一

室

主

義

援

、

主

義

特

翻

撃

は

6
霊
行
し
て
い
た
診
察
券
を
、
コ
ン

川
市
一
単
一
日
日
日
日
日
一
言
七
室
、
重
点
集
中
治
療
室

I

Z

I

タ
の
導
入
で
シ
ス
テ
ム

特

c
u、
N
E
C
U各
床
の
設
壁
新
舶
聞
に
で
き

F漏
出
陣
は
、
二
百
化
を
盛
り
、
一
人
一
枚
の
共
通
誇

臨
床
検
食
室
、
放
射
線
診
断
部
門
九
十
九
派
で
す
。
病
室
は
六
人
間
的
察
券

(
I
D
カ
ー
ド
)
に
し
て
い

な
ど
を
翠
き
、
医
療
の
強
化
を
密
が
ニ
一
十
一
一
一
室
、
閑
人
用
が
七
室
き
ま
す
。
一
人
一
カ
ル
テ
桜
も
来

っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
滋
で
は
、
で
、
腰
壁
を
低
く
設
計
す
る
な
年
秋
に
は
実
施
す
る
で
定
で
す
。

ど
、
明
る
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
υ

お

騒

い

安
ら
ぐ
病
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
外
来
の
受
付
は
従
来
ど
お
り
本

め
の
個
室
と
特
別
家
が
設
け
ら
れ
鰭
ご
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
形
成

て
い
ま
す
。
個
室
は
五
十
一
室
、
外
科
や
脳
神
経
外
科
な
ど
の
診
繁

特
別
室
は
六
実
二
人
室
は
二
室
場
所
装
A
更
に
な
り
ま
す
の
で
お

で
、
個
室
と
特
別
案
に
は
議
話
が
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。
外
来
の

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
受
付
で
お
縫
か
め
く
だ
さ
い
。

療科芸書

内 科
列ト 手斗

産婦人科

脳神経外科

整形外科
泌尿器科

循環器科

心臓血管外科
小児科

瓦鼻姻喉科

形成外科
皮膚科

在員 手斗
理学診蝶科

歯
放

麻

糟
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-
農
産
物
、
花
き
、
鶏
卵
口
同
一
室
一

1
ナ
i
、
大
衆
魚
誠
一
明
コ
ー
ナ
ー
一
品
の
日
出
一
部
)
一
{
刊
日
臼
の
催
、
レ
}

(

穀

類

、

野

菜

、

果

実

な

ど

の

品

一

ほ

か

)

一

{

回

日

1
玲
日
の
催
し
}
了
苗
木
配
布
(
午
前
9
時
か
ら
先

許
会
と
水
産
加
工
品
の
展
示
)
一
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
(
県
〈
挙
浮
ホ
了
緑
の
松
談
室
(
病
害
虫
の
防
一
着
八
百
人
に
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
の
笛

・
産
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー
(
ミ
ニ
農
民
一
道
局
、
平
塚
管
工
事
業
協
同
級
一
除
、
樹
木
の
管
理
な
ど
の
相
談
)
一
木
を
配
布
)

問
問
、
漁
業
コ
ー
ナ
ー
に
よ
る
市
の
一
ム
『
墓
思
主
力
、

N
T
T平
塚
電
て
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
(
ミ
ニ
動
物
て
芸
能
大
会
(
午
後
O
時
ぬ
分

産
桑
の
紹
介
)
一
日
報
電
話
弱
に
よ
る
展
示
ほ
か
)
一
開
園
、
ポ
ン
ハ
ゼ
、
も
ち
つ
き
ほ
か
)
一
It--
ー
、
市
民
セ
ン
タ
ー
)

世
農
産
物
水
度
物
、
工
業
生
産
品
な
ど
を
展
示
・
級
官
一
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
e

官

・

工

業

展

(

市

内

の

会

社

、

工

場

了

農

、

水

産

物

廉

売

一

古
市
長
の
み
な
さ
ん
に
需
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら
っ
第
一
一
一
十
回
平
塚
市
産
警
官
な
ど
の
工
業
生
産
品
の
展
示
)
了
植
木
市
(
植
木
業
者
に
よ
る
檀
一

古
つ
り
が
十
一
月
卜
七
日
(
金
)
か
、
早
九
日
(
臼
)
ま
で
の
一
一
一
日
間
、
最
合
会
・
み
つ
け
市
(
震
に
よ
る
章
一
木
の
即
売
)
一

?
釜
育
館
と
そ
の
周
辺
で
開
か
れ
る
。
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
掛
け
を

0

・

古

一

の

薬

売

)

ア

ご

み

の

資

源

化

フ

ェ

ア

(

ご

み

一

〉
間
用
語
円
以
月
刊
μ
日
(
金

)
i
w
一
・
消
費
生
活
援
(
地
球
の
環
境
に
一
の
中
か
ら
こ
ん
な
も
の
展
、
古
本
一
有

国
(
臼
)
一
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
、
食
品
テ
ス
一
販
売
、
不
用
品
販
売
)

-
時
時
間
午
前
日
時

1
午
後
4
将
一
ト
、
計
量
コ
ー
ナ
ー
)
…
・
観
光
室
車
内
、
写
生
日
出
(
平
塚
観

一
・
盆
栽
藤
(
盆
栽
愛
好
者
に
よ
る
…
光
風
景
写
真
、
な
ら
び
に
七
夕
ま

見
聖
体
育
館
と
先
附
一
義
の
展
示
)
一
つ
り
童
コ
ン
ク
ー
ル
、
写
生
コ

一
色
弱
コ
ー
ナ
ー
重
苦
市
コ
1
…
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
立
の
展
示
)

一ナ
i

お
米
の
コ
ー
ナ
!
、
お
弁
て
農
林
統
計
図
表
展
示
会
(
農
林

平
塚
名
産
品
コ
一
統
計
図
表
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

.r. 

総
合
公
開
掴
の
潤
盤
え
口
わ
せ
、

十
月
七
白
か
ら
催
さ
れ
た
「
か
な

が
わ
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
ひ
ら
つ
は
、

か
グ
リ
ー
ン
タ
ッ
チ
別
」
は
、
十
わ
』

五
日
開
閉
幕
し
た
。
九
日
間
の
人
出
な
お
、
残
る
総
合
体
首
品
開
や
テ
緑
化
フ
ェ
ア
の
模
様
を
紹
介
す
る

は
、
当
初
予
想
し
た
十
二
万
人
を
ニ
ス
コ
i
ト
、
自
由
広
場
、
身
障
ビ
デ
オ
を
制
作
レ
、
こ
の
た
び
テ

は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
、
三
十
万
者
ト
リ
ム
広
場
、
ふ
れ
あ
い
動
物
レ
ピ
神
奈
川
の
番
組
「
と
ん
に
ち

七
千
人
と
大
感
況
だ
っ
た
。
粛
は
来
年
度
出
来
あ
が
り
、
「
問
問
は
神
奈
川
」
で
欣
映
す
る
こ
と
に

特
に
人
気
の
あ
っ
た
の
は
、
ミ
和
の
域
づ
く
り
」
総
合
公
闘
は
会
な
っ
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き

ニ
S
Lや
勲
気
球
、
ミ
ニ
動
物
騒
て
完
成
す
る
ζ
と
に
な
る
。
た
い
。

で

、

…

日

中

子

供

た

ち

で

に

ぎ

わ

マ

放

映

日

時

ロ

月

間

山

日

(

土

)

っ
た
ま
た
、
露
軍
物
産
コ
l

一

ア

レ

ピ

神

奈

淵

午

前

日

芸

分

1
語

ナ
ー
、
一
ア
I
マ

館

は

、

家

族

逮

れ

で

敢

映

し

ま

す

マ

放

送

局

T
V
K
(一
ア
レ
語

で

人

塩

が

で

き

る

ほ

ど

。

野

外

ス

奈

川

-
U
H
F
)

テ
l
ジ
で
は
、
郷
土
芸
能
、
人
形
十
月
七
日
総
合
公
園
に
オ
1
ブ
な
お
、
放
狭
し
た
ピ
デ
オ
は
、

樹
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ン
し
た
日
杢
庭
園
聞
や
野
鳥
の
森
、
図
書
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
貸
し
出
す
。

ζ
利
用
を
。

た
市
民
の
国
そ
楽
し
ま
せ
た
。
は
、
祝
日
や
日
曜
日
、
家
挟
連
れ

と

こ1

ン

yレ
り
の
会
場
に
日
開
示
さ
れ
る
。

{
最
高
賞
}
(
敬
称
略
)

マ
県
知
事
賞
「
幾
降
り
の
滝
」
脇

田
美
穂
(
大
野
小
2
年
)

が戸

7
市
長
賞
「
湯
」
沼
中
香
代
子

猪
一出

一

(

江

線

中

2
年
)

内

一

マ

県

観

光

協

会

長

賞

「

金

白

川

の

利

一

桜

」

渡

辺

且

息

子

(

金

目

小

6
年
)

調

一

言

警

重

量

一

祭

り

」

宣

言

、

昭

和

六

十

年

十

二

月

に

一

回

沙

衣

子

(

大

磯

小

2
年
)
一
「
核
兵
器
廃
態
平
和
墾
巾
」
を
宣

札
一

一

マ

市

教

育

長

晴

氏

「

河

原

遊

び

」

冨

一

言

し

、

以

後

い

ろ

い

ろ

な

平

和

事

つ一
一

印

刷

剛

広

(

神

間

小

3
年
)
一
業
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

紘

一

[

童

一

こ

の

た

び

、

震

の

み

な

さ

ん

世
帯
一

間

一

一

塚

喜

章

一

コ

ン

ク

ー

ル

主

主

昨

日

訪

問

自

転

江

三

時

措

f
H長

持

刊

誌

一

円

戸

計

百

(

金

)

午

後

一

語

か

M
J
U甘
美

学

講

一

世

詰

詔

川

町

一

山

れ

十

一

一

明

記

)

中

野

洋

i
u
h
u
u
m弓
ど
い
」

一
に
よ
る
「
平
塚
市
懇
宣
車
線
研
究
一
マ
会
場
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
一
部
速
水
久
夫
氏
一
風
景
を
カ
一
杯
一
表
現
し
た
作
品
八
一
マ
同
高
学
年
の
部
山
本
襲
子
一
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
加
や
旬
。

一
会
」
を
設
け
、
横
浜
ゴ
ム
(
株
)
…
マ
内
容
一
〈
〉
小
川
ベ
り
か
ら
都
宮
京
観
研
究
一
言
…

f
閲
去
の
中
か
ら
、
こ
の
程
一
(
松
が
丘
小
5
年
)
、
池
谷
態
一
マ
日
時
孔
門
月
訪
日
(
白
)
午
前

一
の
壁
習
を
お
借
り
し
、
壁
留
農
を
一
・
講
演
説
市
テ
ザ
イ
ン
か
ら
」
一
委
員
会
委
員
治
谷
奨
代
子
さ
ん
一
入
賞
作
品
が
決
ま
っ
た
。
入
賞
一
(
真
土
小

5
年
)
、
山
崎
大
芝
山
桜
i
午
後
3
時

一
関
く
な
ど
、
き
い
街
つ
く
り
に
一
翠
笑
芸
教
授
出
学
兵
一

V
申

し

込

み

官

官

ま

で

に

一

さ

れ

た

主

な

方

々

は

次

の

と

お

一

(

宗

主

一

マ

会

場

書

公

民

館

苧
水
産
物
の
警
や
、
市
内
の
一
芸
十
五
十
九
日
(
臼
)
石
り
組
ん
で
い
る
。
一
・
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
霊
会
都
市
計
画
課
革
推
進
担
当
(
内
一
り
。
す
中
学
生
の
部
小
島
費
子
(
春
一
マ
内
容
戦
争
体
験
を
誇
る
会

会
社
、
工
場
に
よ
る
工
業
生
章
一
午
一
一
前
九
時
か
ら
、
先
着
八
百
人
に
一
今
宮
、
警
景
観
に
つ
い
て
一
言
か
ら
豪
重
大
学
教
授
一
線
五
七

σ)
へ

。

一

言

入

幕

量

産

業

ま

つ

石

野

中

2
年

)

一

(

午

前

日

干

話

、

平

和

映

の
展
一
阜
、
催
お
コ
i
ナ
ー
な
ど
一
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
の
葉
が
配
布
さ
一
の
ご
意
売
を
お
関
手
る
た
め
建
一
中
村
査
一

l
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
i
I
l
l
i
-
-ー
ー

一

雲

(

午

前

語

君

主

後

ー

が

み

な

さ

ん

の

ご

蓄

を

お

待

ち

お

出

掛

け

を

。

一

談

会

を

号

。

多

妻

。

一

O
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
一

;
2
2
E
j
i
j

一
(
電
電

1
2
5

一
時
室
、
戦
時
会
を
味
わ
う
会
一
一

一
五
f
r
税
制
問
主
け
同
信
村
お
併
説
附
鶴
間
ノ
¥
一
・
松
弁
洋
子
黒
部
丘
3

2

一
(
午
後
O
潟
、

J218、
平
塚
空
一
一

一

一

(

電

語

お

=

一

一

九

一

一

一

)

一

興

ハ

ネ

ル

展

、

児

童

緩

衝

展

ほ

か

一

一

一
「
一
高
齢
化
社
会
の
到
来
」
「
婦
人
吉
も
相
談
を
受
け
て
い
る
。
一
・
水
量
土
産
二
一
八
八
吉
問
い
合
わ
せ
允
総
務
課
(
内
一
一

一
の
ま
向
上
」
「
障
害
の
あ
る
一
門
人
襲
撃
義
(
敬
語
二
重
ω
1
0
一
八
八
)
一
線
一
一
一
一
一

Q

r

一
方
々
へ
の
平
等
実
現
」
な
ど
、
最
一
・
大
久
保
智
治
為
浜
台
お
1
4
ナ

;

一

司

一

一

近

の

社

会

情

勢

の

変

化

を

反

映

し

一

室

れ

二

四

九

…

一

一

〉

一

川

端

}

)

…

一

…

一

ド

ロ

釘

白

川

日

一

(

詰

「

自

立

;

一

一

分

叫

紘

一

ヶ

…

一

一

い

る

。

了

沖

津

キ

ヨ

大

切

一

七

五

一

一

ぃ

勢

近

磯

山

引

弘

二

一
市
で
は
、
第
四
一
十
一
白
人
権
週
…
(
電
話
山
i
O六
七
O
)

一

一

り

お

の

課

課

簿

二

一
関
(
十
一
月
呂
田
1
十
日
・
法
務
て
ハ
倉
敏
雄
富
8
iロ
一

…

4
村

山

脇

ず

2
村

叩

…

一

一
省
、
労
働
省
〉
に
あ
わ
せ
て
、
人
一
(
襲
猿
1
1
0五
七

二

)

一

…

お

参

、

4
z

箆

nr

一
権
法
律
相
談
所
を
開
聞
く
こ
と
に
な
ア
原
一
雄
入
野
一
八
六

3

一

い

お

持

は

や

談

お

間

一

っ

た

。

お

気

軽

に

ご

相

談

を

。

一

(

電

章

一

!

丘

二

七

三

)

一

一

月

を

方

。

相

馬

電

中

一

口

警

の

て

の

l

マ
臼
一
時
ロ
月
5
臼
(
火
)
午
後
了
細
野
冴
子
夕
揚
ケ
丘
U

U

は

知

〉

替

泣

い

授

お

せ

盟

引

い

七
日
引
吋
…
役
所
市
民
栴
談
室
一
一
語
目
白
山
町

r
o

繍
間
一
肌
…

t
t

綱

引

…

…

マ

相

談

員

人

権

擁

護

霊

一

言

n
一一五
0
…一一
)

1

一

町

機

紅

明

課

納

伺

平

…

な
お
、
人
権
擁
護
受
員
は
い
つ
一
・
山
田
淵
議
立
野
町
口
l
お

。
一
鰻
法
嘩
棺
絞
日
月
日
日
(
水
)
、
目
白
(
水
)
、
日
月
四
日

(ホ)、日月
6
日
(
水
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
珂
時

。
登
記
、
棋
託
、
測
嬢
棺
毅
四
月
8
日
(
金
)
、
日
時
S
M
時

。
一
鶴
市
農
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
臼

曜
a

祝
日
・
第
2
・第
4
土
曜
日
は
除
く
)

O
泊
費
生
議
摺
畿
日
月
口
白
(
金
)
、
M
日(金)、

四月
Z
臼(金)、
8
日(金)、
9
時
3
M時

。
定
例
年
童
相
談
日
月
H
臼
(
木
)
、
目
時
3
日
時

。
尭
鳩
帯
麓
特
許
相
静
辺
月
4
日
(
丹
)
、
叩
3
日時

〈
〉
下
鏑
叡
引
担
制
緩
日
月
日
四
日
(
木
)
、
日
時
四
分
S
M
持

。
住
宅
輔
数
日
月
町
田
(
火
)
、
日
時
F3
日
時

を

一一

月
3
金
曜
日
9
時
j
t
J
M

時
土
曜
門
口
は
日
時
ま
で

。
協
会
」
と
は

M

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e
m
ω
j七
八
一
一
一

O

月
3
土
福
田
9
時
i
H時
四
分

時

閣

技

会

銭

円

ω
i一一一一一一一一一一一

ハY
心
窓
」
と
相
談
瞳
通
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M
時

土
瞳
日
は
四
時
ま
で
(
第
2
・第
4
土

曜
日
は
酷
く
)

。
結
縁
輔
醐
融
持
週
日
曜
官
、
日
時
3
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
子
一
揖
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

。
義
国
品
童
相
絞
草
月
よ
嘉
日
、

9
時
1
日
時

。
高
齢
岩
議
婚
相
談
軍
週
月
S
金
瞳
呂
、

9
時
却
分
ium時

土
曜
日
は
日
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
酷
く
)

。
輔
人
捕
畿
鶴
男
語
3
木
瞳
呂
、
日
時
3
日時
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入札する保留地
。保留地番号123

地番平環市見附町19~ 6 

地穣 176. 46m' 

。保留地番号134

地番平塚市平場丁目 1-7

地積 159.02m' 

く〉保留地番号136

地番平塚市平壕-~J 包 5 6 

地 積 185.01m"

く〉保留地番号137

地番平塚市平塚 了白21-14

地 積 137.26m' 

。保留地醤号138

地番平塚市平塚~-~ J 百 18'-~ 7 

地積 163. 73m' 

く〉保留地番号156

地番平揮市平場二了図 2-14

地積 60. 53m' 

く〉保留地番号158

地番平塚市平壕二了間 8-6

地 機 105.50m' 

。保留地番号165

地番平揮市見附町29-14

地 積 65.47m' 

一
緒
に
出
す

マ
牛
乳
ハ
ッ
ク
や
潜
パ
ッ
ク
(
紙

の
裏
に
ビ
ニ
ー
ル
が
ひ
い
て
あ
る

一
も
の
)
は
資
源
ご
み
と
な
ら
な
い

一
(
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
)

ご
み
の
減
量
化
や
、
資
源
ご
み
た
と
え
名
純
一
枚
で
も
一
一
v
布
類
は
雨
の

B
は
出
窓
な
い

の
有
効
利
用
の
た
め
に
間
昭
和
六
十
一
と
は
な
ら
な
く
な
っ
て
一
(
ぬ
れ
る
と
資
源
ご
み
と
は
な
ら
…
現
在
、
市
内
に
一
一
十
五
閣
の
保

一

年

か

ら

始

め

た

「

新

山

中

塚

方

一

し

ま

う

。

一

な

い

)

一

育

園

が

あ

り

、

約

二

千

五

百

人

の

式
」
に
よ
る
ご
み
の
分
別
収
集
一
資
源
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
一
マ
び
ん
。
か
ん
は
中
身
を
空
に
し
一
児
童
を
一
保
指
向
し
て
い
る
。

醐
は
、
市
一
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
五
、
も
う
孟
茨
の
占
ハ
に
注
意
し
て
一
て
出
す
一
福
祉
事
務
所
で
は
、
平
成
二
年

世
に
よ
り
特
に
資
源
ご
み
に
つ
い
て
一
い
た
だ
き
た
い
。
一
な
お
、
資
源
ご
み
の
出
す
時
間
一
度
(
四
月
か
ら
入
盤
)
の
保
脊
閤

聞
は
、
毎
年
一
万
ト
ン
を
品
唱
え
、
資
源
…
マ
紙
類
は
新
開
問
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
一
は
午
前
七
符
か
ら
八
時
三
十
分
ま
一
入
額
申
込
書
闘
を
配
布
ず
る
こ
と
に

〉
由
化
に
役
立
っ
て
い
る
。
一

l
ル
、
そ
の
外
に
分
け
る
(
ピ
ニ
一
で
と
な
っ
て
い
る
。
一
な
っ
た

0

2
し
か
し
、
せ
っ
か
く
出
さ
れ
て
一

l
言
語
か
ら
除
く
)
一
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
業
一
申
込
書
亭
普

Z際
に

違

も
、
分
別
加
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
一
マ
広
告
な
ど
の
ち
ら
し
綴
は
、
雑
一
務
課
業
務
係
(
内
線
五
一
二
(
)
)
へ
。
一
の
状
況
等
を
お
聞
き
す
る
の
て

平成元年守寸月守 5臼

名
刺

塚

町

町

内

内

回

目

管

関

崎

燦

石

野

金

之

坂

平
明
立
一
円
横
万
北
白
根
問
中

国
倒
閣
幽
岡
国
商
問
団
盤
圏
関
隅
幽
圏
閣
制
開
国

育

青

膏

育

育

脊

育

育

育

時

膏

育

保

保

保

楳

μ
P

保

町

合

ひ

保

み

保

保

保

時

保

保

町
石
吉
さ
内
ず
悶
凶
幡
町
引
原
村

榔

明

白

あ

横

い

金

八

大

ゆ

中

高

号
}

マ
対
象
総
務
興
祷
輩
、

環
境
礎
建
議
調
整
部
、
建
設

先
臼
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
郎
、
都
市
部
、
下
水
道
部
、
会

つ
い
て
監
査
委
員
小
宮
康
司
計
課
に
お
け
る
収
入
、
支
出
事

氏
、
長
塚
洋
三
氏
か
ら
次
の
と
務

ト
お
り
警
が
あ
っ
た
。
マ
結
果
お
お
む
ね
逓
主
に
処
一

{
昨
思
表
公
表
第

u
-
u
s
m
瑠

さ

れ

て

い

た

…

11月26日〈臼)
午 前8時-12時

E 午前 7時に花火で実施予告の合留をする

・南天の場合は、 12月 3臼(臼〉に延期

済揮する場所・自宅付近の道路
・広場、公題等公共の場所

.平揮の梅岸

関い合わせ環境衛生業務課{内輯530)

llJ326日(臼)

午後 1時隊演入場奇襲料

ところ 中央公民館 ホール

{潟沼と出演E重体名}

す人形芝居の務
・三番史、議坂重量験記‘高浜高校乙女文楽部

・増補生写朝顔言舌 ー 前高度

会まつりの鰐
・城所太鼓e ・ ゐ …城所太鼓保存会

.Ell村ばやし 守也村ばやし保拝金

問い合わせ社会教育課文化財保護係

司、司と



(4) 

万
を
年
齢
別
加
に
見
る
と
、
お
成
代
一

が
最
も
多
く
、
出
内
性
(
九
・
o
一

日
引
)
、
女
性
(
m
・
6
パ
引
)
と
な
一

生

滋

に

わ

た

っ

て

も

た

な

し

一

っ
て
い
る
ε

…

蓄
て
が
せ
た
り
も
つ
雪
女
性
の
還
の
向
上
を
は
一

か
る
に
は
(
2
つ
選
ぶ
)
一
平
塚
市
は
、
平
成
一
応
年
度
体
力
一
運
動
を
進
め
る
た
め
の
、
住
渓
事

出
産
す
る
ま
で
も
つ
①
女
件
め
自
覚
の
由
一
土
一
づ
く
り
優
秀
邸
体
と
し
て
、
一
加
に
よ
る
組
織
づ
く
り
の
実
績
と

円U
・
6
r
一
(
財
)
健
康
@
体
力
づ
く
り
事
業
一
成
果
が
詳
席
制
さ
れ
た
も
の
で
、
市

結
婚
す
る
ま
で
も
つ
②
君
の
理
解
と
協
力
一
財
出
か
ら
「
体
力
づ
く
り
国
民
会
一
の
部
と
し
て
、
培
良
県
と
喜
市

日
。
4
M
U
一
議
議
長
百
一
安
受
彰
し
た
。
一
と
平
市
の
一
-
市
が
受
彰
の
対
象
と

生
涯
に
わ
た
っ
て
も
つ
③
女
性
の
自
立
を
妨
げ
る
し
き
た
一
こ
れ
は
、
健
茂
・
体
必
づ
く
り
一
な
っ
た
c

2
4

一

号

%

り

や

喜

の

章

子

会

一

手
1

一

ー

③

女

性

の

た

め

の

行

政

施

策

の

充

一

ス

者

i
y議
選
会
謂
く

の

活

躍

で

き

義

に

つ

い

て

電

産

し

た

ら

霊

に

人

る

ほ

う

た

っ

て

一

」

、

「

返

し

た

ら

」

実

子

5

Y

一

、

ノ

ー

;

、

z
f
E

①

磯

保

さ

れ

て

い

る

や

会

が

良

い

子

会

と

な

っ

て

い

る

。

③

女

性

の

た

め

の

学

習

や

活

動

の

一

パ

レ

!

の

二

一

屋

裕

子

さ

ん

ら

②
篠
保
さ
れ
て
い
な
い
ω
@
7
r
③
子
育
て
が
終
わ
れ
ば
職
業
を
も
間
4
女
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
場
の
充
実
m
-
7
軒
一

mwわ
か

ら

な

い

ザ

O
軒
つ
方
が
良
い
ぞ
6
M
h
動
へ
の
世
茄
に
つ
い
て
(
1
つ
選
⑤
そ
の
他
5
8
9
r
一
県
・
市
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
一
は
参
加
一
一
十
六
車
中
、
十
一
佼

性
別
で
見
る
と
「
由
時
保
さ
れ
て
⑤
生
援
に
わ
た
っ
て
職
業
を
も
た
ぶ
)
⑦
わ
か
ら
な
い
6
・
4
釘
一
る
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
照
か
れ
一
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
u
主
な
淡

い
な
い
」
と
警
え
た
方
は
、
男
性
な
い
万
が
良
い
1
・
7
r
①
積
極
的
に
長
J
泊
し
た
方
が
良
い
「
男
性
の
理
解
と
協
力
」
を
あ
げ
一
る
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ぉ
出
掛
け
を
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一
緩
は
次
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と
お
り
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問
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8
折
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女
性
で
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9
F
⑨
わ
か
ら
な
い
7
・
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u
e
5
r
た
方
を
性
別
で
見
る
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、
男
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一
マ
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持
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月
2
円
(
土
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午
後
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サ
ッ
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一
般
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優
勝
、

③
平
塚
市
は
、
遣
に
根
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し
た
性
別
、
年
齢
別
に
見
る
と
茎
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
が
男
性
を
第
五
る
と
、
「
子
育
て
が
②
多
少
な
ら
草
し
た
奈
良
い
(
日
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)
、
在
(
竺
7
一
1
待
1
5
時
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
青
年
)
3

男
女
共
同
社
会
の
光
突
を
め
ざ
し
う
思
う
」
と
答
え
た
方
は
出
力
性
、
7
・
1
ポ
イ
ン
ト
ト
函
っ
て
い
終
わ
れ
ば
職
業
を
も
っ
方
が
良
m
・
3
引
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が
)
で
、
男
性
が
女
性
を
7
7
一
マ
会
場
市
民
ゼ
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タ
I
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に
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ど
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る
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が
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っ
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あ
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を
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叫
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叫
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落
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①
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ボ
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①
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噂
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③
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ボ
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③
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濯
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憲
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③
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潤
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仁
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日
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蓄
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襲
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(

判

長

)

戸

時

1
く
、
在
で
は
「
一
一
千
円
t
E千
⑥
パ
ソ
コ
ン
滋
賀

Z
v時
露

関

長

期

が

会

わ

な

い

一

議

翠

会

開

く

一

マ

3

位

佐

々

本

塁

戸

東

中

細
部
襲
撃
轟
観
毒
答
。
一

z

e

8

ポ

イ

[

て

い

2
2
P方が
お

ら

キ

ャ

プ

テ

ン

シ

ス

テ
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ど

:
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④
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1
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⑦
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⑥
仲
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②
潤
国
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
一
月
2
日
(
土
τ
6
日
間
一
円
v
優
勝
出
縄
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・
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・
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「
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・
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③
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③
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・
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③
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④
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②
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・
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③
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、
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講
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無
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ッ
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。
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佐
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ボ
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瓦
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げ
て
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史
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が
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を
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選
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式
館
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位
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南

景
議
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く
す
る
た
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③
わ
か
ら
な
い

w
・
8
u
r
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一
ウ
リ
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グ
大
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を
聞
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一
部
)
、
3
位
山
口
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つ
い
て
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く
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で
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年
齢
別
に
克
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、
「
規
制
す
一
糸
お
さ
れ
る
万
は
、
*
3
年
優
勝
石
間
持
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平成光年守守舟守主五日
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民
の
み
な
さ
ん
に
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交
性
の
肉
立
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一
社
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加
」
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筏
ん
昌
三
「
都
市
景
観
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穴
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収
率
だ
っ
た
。
(
謁
交
日
七
月
一
日
)

らっち、

し1

間話

女性の就業のあり方

そ
め
地

⑤
二
万
円
以
L
L

⑤
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% 

〔発表の善事) (展示の吉
子ども会活動で行っている苦楽、 子ども会?活動でfFられた壁新聞、

腕り、寸劇、郷土芸能を披露 子ども会新問、 C1"乍など

・問い合わせ 青少年諜(内線505)、車塚市子ども会育成連絡協議会

ウイン翠ハンシュトラウス管弦楽毘

広場ウィーンの香り「ウインナ・ワルツ」を心ゆ

くまでき裂しんでください。

とき Z月26El (金〉午後6時 30分

ところ 市民センターホール

くコ重詰 窓 菜しき青きドブワ、ピチカート・ポル

力、ヴェネチアの一夜、ハンガリー万
歳ノ

ウ入場料 S席 5.000丹、 A席 4，000円

く)前売'i* 11月26日(臼)10時から市民センタ一、

クワトロード、チケットピア、ヤンレイレコード、手者元足業器皆、サクラ書活、ヨネザワ

業器、花水害出、文栄堂、なでしこ書房外 ・問い合わせ市民センター電話32-2235
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答

え

た

万

は

お

歳

代

(

刊

十

6

一

9

時

〈

}

一

ぷ

舘

)

、

2

的

中

努

章

一

敬

誌

を

轟

か

に

す

る

お

02地域
の

グ

ル

ブ

毒

に

君

、

瀦

総

へ

h
総
?¥Jr
議
機
盤
問
委
の
周
聞
に
き
域
を
作
っ
た
ず
)
室
主
か
っ
た
一
マ
競
技
方
法
ダ
フ
ル
ス
戦
お
よ
一
館
)
、
在
日
建
(
金
出
)

富

入

品

陸

を

深

め

た

芸

人

す

る

れ

2

f

d

録
イ
機
滋
野
戦
当
3
り
、
木
を
纏
え
る
な
ど
し
て
い
る
豊
喜
で
蒸
し
い
、
ま
た
一
び
シ
ン
グ
ル
戦
一
:
り
年
露
津
市
長
(
敬

軒

や

き

く

り

口

…

河

内

場

の

グ

ル

ー

プ

品

品

慈

幾

一

一

一

一

一

f
U存…
…

…

…

…

…

五

③

建

物

や

か

わ

ら

壁

日

九

時

崎

市

い

警

に

つ

い

て

(

良

一

計

チ

ト

山

口

げ

大

会

一

日

明

日

日

記

審
穏
を
取
る

4
写

会

③

カ

ル

チ

ャ

ー

セ

ン

タ

ー

や

公

民

観

に

工

夫

し

て

い

る

7

@

9

Y

官

、

川

、

海

な

ど

白

芝

雲

一

マ

円

時

背

凶

日

(

日

)

午

後

了

よ

見

)

安
径
の
人
生
を
霊
童
に
す

ι
舘
な
ど
の
震
に
章
一

i

z

m

y

抵

の

淘

闘

の

送

時

や

溝

な

ど

そ

れ

た

場

所

?

会

一

6

時

1

7

6

年

後

勝

一

七

塚

功

郎

引

で

7

れ

ぞ

5

紅

清

掃

し

て

い

る

お

8

7

釘

宅

島

路

、

件

以

句

湿

器

な

ど

の

一

マ

鋭

校

十

月

注

シ

ン

ク

ル

戦

一

(

敬

武

煙

、

2

仇

重

松

洋

次

⑤

所

得

を

あ

げ

る

?

会

害

事

大

学

な

ど

の

公

開

講

座

寄

港

物

な

ど

は

目

立

た

な

い

と

場

所

9

・

6

1

7

参

加

料

千

六

百

円

一

郎

(

徳

明

館

)

、

長

室

宰

⑦

そ

の

他

?

5

M

引

に

参

加

す

る

子

会

こ

ろ

に

干

し

て

い

る

子

会

室

史

的

重

気

の

あ

る

岨

淳

一

問

い

合

わ

せ

は

、

見

聖

書

了

(

富

士

見

)

性
別
年
齢
別
に
見
る
と
、
男
性
⑤
そ
の
他

8
・

3

が

雪

の

俄

2

・

1

M

ι

l

i

r

一

館

内

体

育

諜

(

電

話

汎

一

二

三

守

中

学

生

豊

富

女

性

と

も

守

護

代

の

万

が

吋

カ

ル

チ

ャ

ー

セ

ン

タ

ー

や

公

民

事

長

も

し

て

い

な

い

④

記

入

な

し

必

需

7

E

O

)

へ

。

一

露

石

市

翠

久

(

空

)

、

「

知

識

や

教

養

キ

ι

高

め

た

り

滋

味

館

な

ど

の

講

座

長

あ

す

る

」

を

お

i

M

h

③

こ

し

て

は

湖

南

平

、

f
l
…

喜

一

一

2

位

高

矯

-

成

(

金

目

、

3

量

定

す

る

ご

セ

最

も

多

く

あ

あ

げ

た

喜

誌

に

見

る

と

、

男

員

長

室

一

号

と

、

男

岸

、

花

水

川

奈

良

)

、

相

模

一

平

塚

あ

る

く

会

一

位

書

一

塁

(

敬

語

)

げ

て

い

る

。

ま

た

「

護

主

力

性

(

子

会

、

女

性

(

乎

性

、

女

性

と

も

マ

喜

代

が

川

、

七

震

号

、

②

と

レ

て

は

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

、

内

海

丘

三

重

女

子

議

づ

く

り

」

に

つ

い

て

は

、

左

齢

9

む

で

、

左

詩

集

性

を

ぞ

「

特

に

何

も

し

て

い

な

い

」

を

ヰ

駅

北

口

際

語

、

パ

ー

ル

ロ

l

一
ハ
/
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
7
0
く
こ
と
7
1
1
2
年
優
勝
有
国
元
瑞
枝

層

と

も

叫

が

前

後

を

あ

げ

て

い

3

ポ

イ

ン

ト

古

っ

て

い

る

。

く

あ

げ

て

い

る

が

、

ヤ

益

代

に

、

国

道

思

議

、

総

合

公

開

、

一

に

な

っ

た

。

本

J

私
さ
れ
る
方
は
、
ご
主
管
、
2
5
原
悠
子

る

。

「

老

後

の

人

生

を

有

意

義

に

「

自

分

一

人

予

守

つ

」

を

あ

け

た

は

「

家

の

周

囲

に

生

ぜ

一

畑

中

を

作

つ

告

肉

関

係

主

袋

三

③

と

そ

一

直

議

焦

点

ω
雪
附
に
お
集
ま
り
を
。
一
員
士
見
)
、
3
佼
ぶ
域
信
頼
よ
J

ず

る

」

は

年

齢

が

上

京

る

に

従

つ

ガ

は

、

男

性

一

千

1

許

可

立

た

り

、

さ

謡

え

る

な

ど

し

て

い

は

早

塚

八

協

定

、

金

銭

育

、

前

一

マ

期

日

ロ

月

間

四

日

(

臼

)

降

竺

(

敬

式

抽

出

)

て

多

く

な

っ

て

い

る

。

性

(

M

A

i

訂

で

、

男

慢

が

女

る

」

、

「

家

の

用

問

聞

の

議

町

や

溝

な

RJ
神
社
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
一
倍
率
深
山
以
上
の
時
は
お
円
7
3
任
健
勝
下
川
辺
志
保

母

蓄

議

の

方

法

に

つ

い

性

を

お

・

3

ポ

イ

ン

ト

上

回

っ

て

言

語

し

て

い

る

」

雲

く

あ

一

豆

、

以

後

Z

一

言

立

、

長

主

主

-
2

一Z
2

・
集
合
平
成
駅
北
口
次
札
前
年
一
(
↑
一
応
部
て
3
他
大
場
広
校

い

前

8
時

一

(

港

)

叫

V
コ
1
1

ス
平
塚
駅
洋
光
ム
パ
駅
一

e
4
年

優

勝

襲

警

(

金

い

円

海

山

今

朝

比

奈

切

り

渇

1γ
一
虫
、
2
佐
沼
巾
理
容
扇

町

鎌

会

駅

i
平
塚
町
駅
一
内
)
、
3
山
川
竹
円
安
芸
品
(
松
が
丘
)

出
マ
持
っ
て
い
く
も
の
弁
山
川
、
水
一
時
5
年
優
勝
井
川
み
さ

M
U

筒
、
交
通
雰
一

F
円

一

(

松

原

)

、

2

ん

川

上

村

美

の
マ
問
問
い
合
わ
廿
先
体
育
諜
(
竜
一
(
富
ト
一
見
)
、
3
位
臼
井
京

一
時
一
品
位
一
一
一
心
τ

六
〈
)
)
一
(
心
岡
山
削
)

アマ

一
・
6
年
優
勝
白
井
ゆ
き

村

築

総

合

体

斉

一

一

霊

祭

、

在

中

古

大

会

の

結

果

一

(

担

、

武

井

草

(

敬

語

)

一
一
〉
中
業
生
女
子
の
部

第
四
十
吋
突
市
川
県
総
合
体
4
門
・
優
勝
小
林
瑞
穂
(
敬

大
会
(
一
二
月
冬
季
、
八
月
度
手
、
一
館
)
、
2
佐
一
h
山
綾
己

九
月
秋
以
李
)
が
行
わ
れ
、
平
塚
市
一
舘
)

市全体の景観がどう変わってき7

(5) 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
と
い
う
呼
び
声
が
、

中
心
尚
広
街
の
あ
ち
こ
ち

で
一
院
こ
え
ま
す
。
そ
う
で

ρ」
す
。
今
日
、
十
丸
二
十
九

一
日
は
-
平
塚
市
民
市
」
で

}

4

9

0

 

一
湖
南
ス
究
l
モ
ー
ル
や

一
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
!
ド
に

一
は
、
個
別
広
や
イ
ベ
ン
ト
が

一
行
わ
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
人

一
垣
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

一
ま
た
初
受
場
の
大
道
芸
祭

中
ブ
ラ
ン
コ
で
は
、
怠
を

の
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
、
み
ん
な
人
と

の
出
会
い
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を
満
喫
し
、
業
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
G

期間 12月14お桝-17居間

会場釈どjレ5醸ラスカホール

特産量品緩示綴禿コーナー

a 一般販売漆器、南部鉄器、民芸品、陶器 、車

子、鰭き物、漬け物、地酒、間味うどん、そは

@実演員産売 こけし、花巻人形、革製自、焼 物等

'il聖地直送 りんご、干し椎茸、漬け物等

建売光コーナー 観光案内、ハンフレソト陀~j

宮沢蟹二重量言書留jj!ij)j霊

}fl'_Li 地域づくり諌(内線244)

O~附合体育童書(電:ð;531--3057)
-開抽謹白 卓球、パドミントン、ハスケ y

ト、軟式宮球(~16il的、八レー(16時-~)

• 12fi.! 4日(月)午謹 Z時 ~ 午 撞 8時

咽 12丹江田(丹) ノノ

.12丹18日(丹 1/

く〉金E野公民童書体湾童書(電話31--2136)

開放礎自 ハ ν ( 9 時~13f軒、ハドミシ
トン、 由主求 (13i1子 -16日明、川スケ:;)-... (16 

時~20時)、

・日月初日(月)午前 9時 ~ 午 撞8時

・12月 4 日(丹) ノノ

・12月四臼(月 11

1 }-11-}の申し込みは12月 1日 9時から

各礎自ともうケット、シャトノレ、ボー

んと、上ばさき用運動ぐつの持事を。

〈
〉
帯
地
民
本
社
会
人
ラ
グ
ど
i
リ
i
グ
戦
(
有
料
)

樹
立
〔
月
四
日
(
日
)
ロ
時
日
分
新
日
鉄
釜
石
対
三
洋
電
機

日
比
時
東
芝
府
中
対
リ
コ
ー

〈
〉
自
本
サ
ッ
カ
i
リ
ー
グ
戦
(
有
料
)

・
円
以
月
幻
自
(
水
)
げ
時
日
産
自
動
車
対
怯
下
電
器

日
時

N
K
K
対
古
河

〈〉
B
本
サ
ッ
力
i
リ
!
グ
二
部
公
式
戦
(
有
料
)

-
h
u
月
お
日
(
土
)
M
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
ト
ヨ
タ

〈
〉
そ
の
外
の
大
会
(
入
警
自
由
)

・
日
月
日
ω
臼
(
祝
)
9
持
ち
び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
日
月
お
臼
(
日
)
ロ
時
神
奈
川
県
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
フ
大
会

8由に利用で宰ます

ただし、占用はできません
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広
場
で
一
と
も
し
び
フ
z
ス
チ
ィ

パ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ

て
秋
の
一
日
を
業
し
も
う
と
街
催

さ
れ
た
も
の
で
、
約
一
一
千
人
の
参

加
者
で
に
ぎ
ね
っ
た
。

会
場
で
は
、
篠
山
者
物
レ
官
ス
や

魚
つ
り
ゲ
ム
、
パ
ン
会
い
競
走

な
ど
の
ミ
ニ
運
動
会
、
ミ
ニ
動
物

図
、
ミ
ニ
S
Lな
ど
、
子
供
も
老

人
も
一
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ど
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況
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た
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合こども理提言語会

@11月 19S (詰 10時、時 3措ホーノレ

f蔀いトラックと 8人白子どもたち」 部分

家躍壁、隣人愛を明るく描いたノルウェイ

む劇映画。。12舟 3録(自) 叩時、時 3構ホール

fサンタクロース 90丹、アニメ 台関欝館守山境問電話3ト~0415
。l 合E議案書緩幾重量 f事喜怒綴滋森j

合理主懸念{アニメ) 】

議議議滋ぷ系議議議議滋主ご警護議幾祭議ご道議議書霊 神事Jli県の緑を守るためのナショナルトラ
<Ti12丹10時間 10時、 14時 3機ホノレ 鱗鐘麟総務務議緩麟機 スト第 2号として確保された緑地とその周辺
「よいこのたのしいクリスマスJ 分 譲議懇襲撃機線機機議総鰐務襲撃議

仰 向 機 鍛 湾臨蜘議機諮問綿織畿舗 を訪及、夢見。コ動植物を観察する。
「クリスマスの鱒り物 13分 ・ 5 時 12月 10 日(日 9 時~16時

「雪む王女 20分 1 肯 懇緩 ぷコ ーナーa望号サマーセミナー緩 l 司場所事葉続地{柴野市高葉台)

今年8月に持ったサマーセミナーの柊美子自 司定員 3D人(抽i袈)

紹介。七盟校閤辺で小学校 5勾三生から中学校 '申し込み 11月30日までにれゴ隻はがきで

3年生まで36人が行った、さまざまな謂叢す鉢数学著書 fお綴りす下I)J
親事由成果と活動記諦などを麗示している。
(~'ll月 29 日〉 一文飾り、ごほうじめ、玄関飾りなど、

月のあ?愛信りを作る包

u体数学聖書「初暴誌を伶ろううj ・[]時 12月日(日 9持 30分 ---15時

信統の技法を学 び な が ら 和 紙 を 作 る 。 定 員 加入〈抽選)

9 日時四月 3日(日) 9 時'30分~15時 e 申 し込 み 12月日日までに控揮はがきで

。定員 15人(抽選)

τ 材料費 700円

。田 1 品 み 日月までに往援はがきで

見ょう l
⑪ 12月日怒(金) 18時へ20時 「星言葉・単位1

を見ょう j

会場博物館科学教室、屋上〈参加s自由)

すプラネタリウム@ヰヒ穫祭が童変わる

地球の自転軸の向きが変化すると、衰の中

心となっている北極星がどうなってしまうか

伝みてみる。 (~1 月 7 日〉

・揖鮮日 出翠日(14恭子)、日曜日(日時・ 14

時〉いずれも 9時から親覧券を尭売

観覧5私明 50分

命観覧料 2人工00円

合体舘詰 笹週月曜日、月末、 11月23日

合博物鰭キ254浅間銀Tl2-~41 電話33-5111

011丹ヨ(木) 18時 -20時 「秋心度騒を
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けた乳幼児は対象とならない。

鱒接撞方法 市内のE支援契機関で諸種

できるので、接撞は医師とご相談

を。

覇料金無料

翻保融託、理子鵠鹿手曜を持事

〈ア〉

開対象乳幼児

輯相談日 毎週水曜日

鶴 時 間 午 前J9時30汁'"-10時 30分

盤会場保煙センター

舗 内 容 体 重 測 定 、 栄 養 、 病 気 、 育

て方、予防接瞳のことなど

購母子伎~tl若手帳を持害

覇前期(妊揮 6か湾までの方)

12月 4日 午 後 1時30分 -4時

妊娠中の悼の変化と過ごし方・摂

婦体損

月 11日午後 1 時30分~4 時

お母さんと亦ちゃんの歯む智生・

お産の準構と赤ちゃんの衣類

12月 18日午前10時~午後 2時

妊娠中と産能の栄養(調理実習)

盤捷期(妊揖 8か月以降の方)

12月25日午後 l時3C分- 4時

お産の進み方と産挫の過ごし方

1月§臼午前 9時30分~日時30分

映甑f生命創造」、赤ちゃんのおふ

ろ{実習)

離会場保煙センター

盟 主 治 医 の 許 可 を 得 て か ら ご 書 加

告。 6日はお父さんもどうそ。

閣持書するもの母子曜旗予帳、筆

記用具〈全日程共通)、スラ yクス

( 4日と 25日〉、さらし、裁髄用具

(11臼)、エプロン、三角巾、手ふ

きタオル(18日)

覇 受 付 今 後 1時--2時

鶴会場保健センター

臨時子需旗手帳本冊・別冊、筆記用

具、極ブラシを持事

3か丹兎]

• 12月 6日 ノ己年三 8fj 1 日 ~10 日主主

・ 12月 20日元年 8 月 11 日 -~20 日生

・ 12月 27日元部 8 月 21 日 ~31日生

[1謹 6かfil!尼]

・12月 5日 63年 6 月 1 日 ~lO日生

・12月四日 63年 6J':l11日-20日生

• 12月四円 63革 6 月 21 日 ~30日程

(3識児]

・12月 7日 61革10月 1 日 ~10日生

・12河沼田 61年四月 11日-20日生

・1月11日 61年10月 21日 ~31 日生
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騨対象 2歳 6か月までの乳幼児

騨会場平塚保健所

鞠相談日 ]ZFi 4日、 18El

護費鮪 2期 対象は 3か月上上， 4韓米

満の乳幼児。 3;阜聞から 8;居間の

間隔で 3剖空ける。

事態第 2期第 1期の 3L0jr:Jの接褐日

から l年以 と 1侍 6かT:l以内に 1

1司受ける。 5歳 6か月に達する

まで受けられるが、 4歳まで?こ終

了することが主主ましい。

審理開業医、病院で瞳種できる。接揮

日は医師とご相談を。

額料金無料

響調保険証、忠子髄旗手瞳を持参

重麹対事 百日ぜきの予防接積を受け

る必要のない乳幼児。

@第 1期 3か月以土 6議未満む乳

幼児。 3濁聞から 8週間の間捕で

3白]受ける。

。第 2尉第 1期の 3回忌の接種目

から 1年以と 1年 6か月以内に l

凶受ける。

覇壌樟方法 官民病院 e 共情病院の

みで年間を通じて謹離できる。接

種日は同封潟院にご相談を。

購料金無料

題保険証母子韓原子様そ持参

ほ九幼乳蜘

の

で

、

ご

了

承

を
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12月llS(fl)午前時

ひらつかスカイプラザ

書籍 2会幾重量〔問問どん綴〉

貯蓄潟品の選び方ザ

幅

<>綴罪悪 12月 88繊~lO Eヨ{滋)
午曹雪9時期分~午後4時 30分

12月1O~ヨ闘は午後 3 時30分まで

く〉会議中央公民童宮市農ギャラリー

機劃字おり議誌も悪霊承します

問い合わせ中央公民館犠露34~2111

害事 2華客 ま主要亀@翻村ばやし

@ 青少年健全膏成功労者表彰

e 少年 の主張fヂ文優秀繋者発表 ところ
総念講演 f主主をきるって-gl;fらしいJ 書籍2毒事 アトラタシ謂ン

言葉務 係長室米子氏 : みんなで華華しく歌おう
高校生のとき自殺を臨む、一命を : 潟潔 重義務教苓 森沼寛子
とりとめ身体障害者となる。努力 NHK教育テレビ「若い

を重ねて結婚、子育てと家縫生活 場」に出揮。全箇各地でコ

を続けている。 ンサートを梼く。

a 問い合わせ青少年五菜(肉親50旬、平塚市青少ギ健全育成大金実行委員会

月19B 認)
午後 1 時~4時

気、と



(8) 門

口

醐
5

醐

守
醐
平
成
一
元
年
度
平
場
市
公
共
下
水
道

用
問
排
水
設
端
技
一
術
者
九
試
験
が
実
施
さ
れ

守
踊
る
。

日
脚
マ
試
験
5

1
月
四
日
(
金
)

一
再
開
マ
試
験
会
場
勤
労
会
館

成
時
マ
受
験
申
込
書
の
配
布
日
丹
2
日

開
サ
醐
(
金
)
3回
目
(
火
)

マ
受
験
申
込
受
付

・
期
間
日
月
時
臼
(
月
)
、
〉
回
日

(
火
)

・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時

・
場
所
下
水
道
総
務
議

守
問
い
合
わ
せ
先
x
水
道
総
務
課

庶
務
即
時
(
内
総
四
円
七
)

報ひらつ力、

宅

中

学

生

、

高

校

f
生
を
持
つ
毅
に
、

訪
問
し
て
学
潔
教
材
を
販
売
す

る
刷
仰
が
あ
り
ま
す
。

私
の
知
人
宅
に
も
、
教
材
の

説
明
を
し
た
い
と
の
電
話
が
あ

り
、
誌
だ
け
な
ら
と
会
う
約
束

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
訪
れ
、
塾
ま
で
用
窓

し
て
い
る
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
子
供
の
た
め
に
と
教
材
の

購
入
契
約
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る

と
不
用
な
の
で
解
約
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
高
浜
台
鈴
木
好
子
さ
ん
)

U
J
i
l
l
「

ご

質

問

の

よ

う

;
ー
は
ー
な
場
合
に
は
、
消

費
者
保
護
の
た
め
の
ク
i
リ
ン

グ
@
オ
フ
制
度
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
庖
舗
や
営
業
所

以
外
の
と
こ
ろ
で
一
衛
品
を
購
入

し
た
受
口
、
朝
押
約
し
た
商
品
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
冷
静

に
考
一
九
十
直
す
販
問
を
設
け
て
い

県
で
は
、
自
動
車
の
走
行
に
よ
る

大
気
汚
染
、
騒
品
目
な
ど
を
紡
ぐ
た

め
、
「
ク
リ
ン
青
宅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
く
そ
う
ク
ル
マ
公
害
(
日
月

第 460警

刊
日
t

、ーロ月
9
Hこ
を
実
施
し
て

い
る
。
ご
協
力
を
。

県
主
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
義
話

。
四
一
ハ
ム
ハ
計
一
一
一
一
)
で

は
、
女
切
を
対
魚
と
し
た
講
臨
を
鵡

/
¥
。{欝

4
問
問
江
の
島
暁
樺
フ
ォ

i
ラ

フ

4
寺

2
守

4
3
1
亡
}
J
γ
J
d
o

て

f
u
p
-
-
r
1
i
L
r
こ

F

A
会

Z

守
β
ベザ

f¥
子
走
2
L
7
1

B

}

7

2

a

 

マ
会
場
県
立
婦
人
総
庁
セ
ン
タ
ー

マ
講
師
映
画
評
論
家
林
冬
子
さ

ん
(
?
慢
の
み
)

マ
内
容
映
岡
「
招
待
」
ヘ
ポ
ー
ラ

ン
ド
映
画
、
監
智
ワ
ン
ダ
ヤ
ク
ポ

フ
ス
カ
)
と
映
と
解
説

V
定
宙
開
五
百
人
(
先
着
順
)

マ
申
日
込
先
河
セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習

部
(
内
綿
五
六
)

{
動
力
手
Y
ン
(
初
紐
)
}

マ
日
開
1
月
9
日
(
本
)
L
3
2
パ
バ

リ日日
(ι

一
本
〉
ま
で
の
う
ち
の
幻
日
間

9

時
間
午
前
日
時
1
午
後
3
咋

マ
会
場
県
カ
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
工
業
用
本
経
い
、
イ
ン
タ

ー
u
y
ク
の
一
撮
押
技
雨

マ
定
員
就
業
す
庁
希
望
す
る
友
怜
で

プ
】
フ
ワ
ス
浮
縫
え
る
万
日
人
(
先
者

順
)

マ
教
材
皆
官
究
費

門

v
由
込
先
日
川
セ
ン
タ
ー
蝉
人
労
働

部
(
内
綿
日
四
一
一
)

県
立
藤
沢
高
校
職
業
技
術
校
で

は
、
講
習
会
の
受
講
生
を
葬
集
レ
て

い
る
。

一
軒
引
諸
分
析
、
y
ス
テ
ム
コ
ー
ス
}

マ
日
棺
日
付
4
c

古
川
)
f
Y
8
ハしい

(
金
)
・
全
4
口
〈
除
く
6
H〉

・
時
間
午
前
8
時
日
分
〈
i
t
h
-
-

後

4

t
?
0ネ
J

E
1ノフ

マ
内
容
企
業
の
収
必
従
、
付
加
四

世
、
損
品
の
財
務
分
析
の
仕
じ
刀

マ
定
員
別
人
(
先
着
頃
)

{べ
i
vノ
ッ
ク
雷
譲
に
よ
る
パ
ソ
コ

ン
の
世
い
方
〕

マ
日
開
刊
日
月
4
口
(
日
付
)
1日
ロ

(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
3
日
間

。
時
間

h
T
前
8
時
泊
分

i
u時

マ
内
容
初
U

者
を
対
象
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
を
学
ぶ

門

v
定
貝
加
入
(
抽
選
)

マ
申
込
期
限
日
月
幻
自
(
月
)
住

援
は
が
き
で
お
)
込
む

申
し
込
み
は
、
同
校
指
導
班

加
藤
沢
市
川
名
一
九

O

一
、
竜
語

。
同
し
八
六
訪
問
一
五
)
へ
ο

一
ア
ん
バ
イ
ト
の
募
集

平
塚
郵
壇
同
で
は
年
末
年
始
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

)
希
望
心
力
は
、
平
塚
郵
慢
局
庶

務
会
計
課
(
電
話
訂
一
一
心
一
)

へ。

つ
ど
い
醐
聞
く

コ
一
世
ハ
代
が
考
え
る
湘
南
旧
軍
境
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
湘
南
を
考
え
る
開

民
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
る
。

V
H
時
日
月
羽
田
(
士
)
午
後
1

き
O
ネ

J
)
i
t
J
O
K
Y

白
骨

3
ク

:J宍
仕

3
Lフ

マ
会
場
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館

門
V

内
容
講
損
金
、
意
見
発
表
、
へ
そ

体
討
論

マ
申
込
先
湖
南
地
信
行
政
セ
ン
タ

県
民
課
(
議
一
科
目
一
七
一
内

線一機
を東

署毒
中 }J
5こで
停は
雲豆 、

に 告
な宅
りで
控医
F白蝶 iし
で市

た
だ
し
、
時
購
入
し
た
語
教
材
、
な
お
、
八
日
を
過
ぎ
た
場
合

化
粧
品
等
の
商
品
を
使
吊
し
て
で
も
、
話
し
合
い
に
よ
る
合
意

る

も

の

で

す

。

し

ま

う

と

、

ク

i
リ
ン
グ
・
オ
解
約
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す

不
必
要
だ
と
患
っ
た
り
、
支
フ
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
地
域
つ

払
い
が
大
変
た
と
患
っ
た
場
合
り
ま
す
の
で
、
ご
注
萎
官
。
く
り
諜
(
内
線
二
六
一
一
一
)
に
ご

は
、
努
約
の
内
容
を
開
明
ら
か
に
ま
た
、
教
材
は
学
校
の
教
科
相
談
く
だ
さ
い
。

す
る
書
霞
を
渡
さ
れ
た
日
か
ら
警
に
よ
っ
て
は
あ
わ
な
い
場
合
(
地
域
づ
く
り
諜
)

八
回
以
内
に
業
者
に
蓄
諒
(
で
も
あ
り
ま
す
し
、
コ
一
年
間
分
が

0

0

き
れ
ば
山
内
容
証
甥
郵
便
)
で
通
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
ま
す
の
器
市
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

知
す
れ
ば
、
申
し
込
み
の
徹
閉
で
、
使
い
こ
な
せ
る
か
よ
く
考
ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
諌
広
聴

や
契
約
の
解
除
が
無
条
件
で
行
え
て
契
約
す
る
こ
と
が
大
切
で
係
(
内
線
一
一
一
五
五
)
へ
お
寄
せ

え

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

す

。

く

だ

さ

い

。

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

均
臨
機
に
よ
り
対
応
す
る
た
め
、
連

絡
し
て
い
た
た
く
よ
う
呼
び
掛
け
て

1

3

b

 

し
〆
j問

い
合
わ
せ
は
、
伺
J
T
単
背
業
所

地
域
サ
i
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
(
屯
点
目

一
九
一
一
)
へ
。

翻
制
廿
明
教
愛
を
問
問
く

い
〉
日
時
ロ
H
2
日

(f)
今
前
9

手
O
〉

i
z
キ
O
ト
J

z
n
3ラ
ー

2
5
3ノノ

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
け
)

マ
諸
制
一
宮
陶
芸
試
験
場
山
一
九

比
例
介
氏

V
内
谷
花
鉢
物
の
冬
の
包
山
崎

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
閣
十
一
ー
…
刊

誌
セ
ン
タ
ー
(
電
話
路

O
五
九
一
一
)

あたたかい付
金
扇
祉
法
人
波
は
、
地
域
福
掛
六

フ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関
わ
れ
る
。
ご

協
力
を
。

問
い
行
わ
せ
は
、
万
車
市
列
会
福

祉
協
議
会
(
電
話
出
一
一
一
一
一
一
一
)

へ。

f

敬
称
略

J

マ
社
会
早
福
祉
基
金
へ
高
砂
存
料

四
万
ヒ
百
九
十
円
、
犯
人
会
一

γ

円
、
ひ
ゃ
く
え
の
会
七

γ
三
点

十
四
月
、
川
崎
経
心
十
万
円
、
下

万
旧
自
治
会
5

3
筑
れ
千
ヒ
rh

十
戸
一
円
、
グ
リ
ー
ン
サ
ウ
ナ
一
-
仁
l

同
点
十
二
月
、
福
祉
会
館
利
用
者

一
万
一
一
一
千
七
百
七
ト
円
、
福
祉
展
会

場
募
金
箱
一
万
七
千
七
百
八
!
五

月
、
林
産
関
浩
一
千
じ
百
四
十
三

月
、
つ
く
し
看
護
婦
京
政
棉
紹
介
所

一
M
円
、
湘
南
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

t
万
一
千
一
一
一
百
九
円
、
臼
産
車
体
育
良

士
事
二
万
五
rH
二
十
五
円
、
松
原

地
謡
市
民
レ
ク
大
会
実
行
委
員
会

一
万
三
平
丸
百
二
十
円
、
浅
香
幸
町

二
万
円
、
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

J

円
、
市
職
員
共
済
交
花
町
四

千
円
百
九
!
と
江
円
、
消
防
第
打
分
間

一
万
五
平
ー
ャ
九
円

マ
革
ま
れ
な
い
子
へ

F

ア
鼠
昧
他
県

捨
五
子
七
汀
円
、
磯
崎
鍾
一
千
円

マ
社
金
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫

ス
ポ
ー
ツ
払
興
w
故
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
主
、

λ
ポ
ツ
河
川

体
に
吋
す
る
助
成
な
い
と
に
悼
わ
れ

る
Q

こ
一
協
々
を
c

問
い
合
わ
せ
山
崎
ス
ホ
)
ツ
揺
揖

財
問
(
屯
羽
目
ぺ
J
J
U
一)へ。

(
時
官
房
略

J

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
@
ム
山
沢

地
一
一
民
体
育
握
興
会
十
円
万
-
一
千
六

両
「
六
円
、
松
原
培
民
市
民
レ
ク

lv

人
会
実
行
委
員
会
万
四
γ
六
円

円
、
崇
善
地
戸
正
企
句
読
興
会
一
ん

円
千
じ
百
一

f
じ
円

会
¥
、
A
m
y
/
払
ザ

ヂ
j

一ず離

れ
」
匂
点
ヂ
駒
内
/

み

4
5
Lふ/
ヴ
ノ

み
ど
り
基
金
は
、
韓
化
民
体
の
助

成
な
と
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を

n

問
い
合
わ
ぜ
は
、
公
臨
緑
地
謀
総

政
併
(
内
線
九
六
一
)
へ
。(

敬
称
略
)

マ
み
ど
り
基
金
へ
守
首
都
大
詳
肝

域
連
盟

1
?
万
円
、
ハ
口
本
社
会
人
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
十

万
町
一
日
平
壌
サ
ッ
カ
協
会
十
万

円
、
水
天
寓
高
門
会
五
万
八
平
一

百
三
十
六
円
、
岳
澄
流
押
し
花
会

五
千
円
、
ご
み
語
源
化
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
一
万
九
千
五
百
円
、
神
戸
小

川
持
費
話
回
収
商
業
協
同
組
合
平
塚

支
部
十
九
万
九
千
九
百
七
十
五
円

会れ持嘉 A 震モ日パ 円、必議議私 吋護手話し手住吉同支i

S京Eカよ民主手主空三ぞ雪E J誤謬懇手議書己管在芸会ご主霊草宅
J惑さ初 な け 必 の 、 ず し ん し 京畿主議舟合員f のいえか黒じよ A たともへ感

ii;:illH;長選詰謡!??i!?iiH;j
i??:??:!??;議議錦繍Eifi??fλfii
!;i;ziziliiE;忍認辺二iiiiigild412
でな在 E 害担雪た雪そそ蚤 いは 言語ゐ手え号、~~ 0) 
よそ孟フ しもん宅支宗ぃ警喜重主主実禁事警互の誇去のが A 叫繋符 で気

謀、宮 毛雪年旨 52是寺三星主き赤手会委 A 会zt差出 S E52 児童
書主是 正E書主主主宅E史記長己主ぞ左手Z警句話交史君 主号± 宅む:

護軍三 の た社しは磯るつ大五)Lも

5222tE弓白星害見;き 訪日科目丘町日
開 ii討中iJI 需品開出己主
に全ま)同トLそ .2書長率2ミ可片起き言
;量生 i品275zヂ議畿百害i雪山中弓

!jij1555195飴購iUjiji-i
持 iii;iiiil鞠翻iii!iiiiiU

令部呈

11 17 [i 
(金) 10時¥

日手紅住ハー

ルロ…ド、 18
( j二) lOFL"]' 

-----15時比附合

体育館、 12月
lH1 un 10 
時 --15時前好パール口一九 13日(水) 13時 -----15時

野引七口

く〉ご協ありがとうござFいました(10刃) 敬称略

側パイロット、東海大学、大n:_l紫、問中資金瀦

平塚看護学校、平塚ライオンズクラフ、しら

イオンズクラブ、~_JÌ'\]J特殊金属、小松製作所、

小松エレクトロニクス、日本ヱア フィノレター、日

本クラワンコルク、士宮農業高校(肉体のみ)

犬・

平塚市美術銃所蔵作品力、ら

i
築
家
邸
時
愛
慾
i
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